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命と別名があ
り、カムロ、カブロキ、は「神」、ミケは食糧をあらわし、
食糧神としての神格をもつ。
また、出雲国造の火継式の際は、境内の鑚火
殿に保管された燧
ひきりうす
臼・燧
ひきりきね
杵を用いるという点でも、
国造家との関わりがきわめて深い神社である。
また、神社での学習の観点として、鳥居・注連
縄・神社様式に注目させた。鳥居や注連縄は、
聖域の境界としての意味をもち、それぞれに様式
をもつ。出雲地方の神社は大社造で有名である。
その現存最古である神魂神社において、大社造
特有の、心御柱、宇頭柱、霧除けの屋根の特徴
を説明した。また、摂社は流造の様式を持つこと
も確認できた。
 熊野大社に祀られている神はスサノオノミコト
で、神祖熊野大神櫛御毛沼命と言われてい
る食糧の神を意味した名で呼ばれている。「く
し」が神 し々い、「みけ」が食べ物という意味
です。風土記には熊野山にあると記されてい
たが、現在では麓の下の宮に移されている。
もともと「熊野」とは、山の奥深い所という意
味で、全国にみられる地名である。スサノオ
が祀られている御本殿の左右には、イザナミ
ノミコトが祀られている伊邪那美神社とクシイ
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ナダヒメが祀られる稲田神社がある。境内に
は他にも稲荷神社、荒神社などがあった。ま
た舞殿という立派な舞台もあり、ここで祭事
が行われていた様子であった。
（H25年度／T）

写真５　熊野大社鑚火殿
4）学生の感想
以下、授業全体を振り返った学生の感想を挙
げる。
 『出雲国風土記』が語る出雲の神話は、出
雲国と神 と々の深い関わりを感じさせるもので
した。特に国引き神話では、八束水臣津野
命が隠岐や朝鮮から国を切り分けて今の島
根半島を作った話は、島根がどのようにして
できあがったのかということと、その当時の他
国との関わりについても窺えて、出雲の歴史
と神話の世界が同時に感じられるものでした。
（H26年度／Y）
 島根県東部は「神話のふるさとである」とは
思っていて、神社や遺跡を見に行けるという
気軽な気持ちで授業を受講してみました。講
義を聴くうち、地名にはいわれがあり、遺跡や
神社がなぜそこに存在しているかということも
考察してみる必要があるとわかりました。また
講義だけで地域の歴史がわかったつもりになっ
ていたのですが、自分が実際にその所在地
に行って、そこの景色をみて、そこの空気を感
じることによって、初めてその歴史を理解でき
たのではないかなと思います。
（H24年度／S）
5 おわりに
3年間『出雲国風土記』をテキストとして、学生
による事前の調査発表とフィー ルド学習の実施と
いう構成を軸に、毎年の学生の意見を取り入れ、
見学先と課題の内容に少しずつ変化や改善を加
えながら授業を実施した。
今後改善していくべき点は、事前学習だけでな
く事後学習にも力を入れるということである。毎回
のフィー ドバックは、教員のみではなく、学生自身に
よっておこなうことがより効果的であると感じた。
授業設計を通じ、地域全体が豊かな博物館で
あり、学びの施設であることを知ることとなった。教
室外における地域の神話・歴史学習教材はきわ
めて豊富である。
平成26年度の授業の終盤、松江市の東百塚
山古墳群において四隅突出型墳丘墓が確認さ
れたというニュー スが県内の新聞やテレビを賑わ
せた。国庁跡から意宇河を隔てて400m先に発
見され、141基もの古墳があること、また祭祀に用
いられた吉備系土器も発見されたという。授業で
は弥生時代の四隅突出型墳丘墓についても解
説をおこない、国庁周辺を歩いた。ここには古代
が現在進行形で私たちの生活に迫ることへの実
感があった。
本授業は『出雲国風土記』についての授業と
いうよりも、『出雲国風土記』を用いた授業という
ほうが相応しい。古代の文化と歴史、伝承が重
層する神話テクストは、分野を超えた学びを可能
とする魅力的な教材であるといえるだろう。
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付記
　本稿は、平成26年度事業報告書「出雲国風土記を歩
く」を基に大幅に加筆したものである。
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